
最
優
秀
賞
２
件

代表の中山さん

大
阪
大
学
大
学
院
中
山
智
詞
さ
ん
森
陽
一
朗
さ
ん
山
田
利
彦
さ
ん

テクノロジー部門
用
い
た
新
・
ド
ラ
ッ
グ
デ
リ
バ
リ
ー
シ
ス
テ
ム
内
視
鏡
医
療
の
新
し
い
カ
タ
チ
レ
ー
ザ
ー
を

　
近
年
、
投
薬
量
の
削
減
や
副
作

用
を
軽
減
し
、
患
者
の
負
担
を
よ

り
少
な
く
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
狙
っ
た
場
所
だ
け
に
薬
を
吸
収

さ
せ
る
薬
物
送
達
シ
ス
テ
ム

Ｄ

Ｄ
Ｓ

の
研
究
が
注
目
を
集
め
て

い
る
。
レ
ー
ザ
ー
を
用
い
た
「
内

視
鏡
レ
ー
ザ
ー
Ｄ
Ｄ
Ｓ

仮

称

」
に
よ
っ
て
、
最
小
限
の
投

薬
量
で
最
大
限
の
効
果
を
実
現
す

る
あ
ら
た
な
Ｄ
Ｄ
Ｓ
の
構
築
を
図

る
。
患
者
の
負
担
を
減
ら
し
、
ク

オ
リ
テ
ィ
ー
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ

Ｑ
Ｏ
Ｌ

向
上
実
現
を
目
指
す

と
と
も
に
、
内
視
鏡
や
患
者
モ
ニ

タ
ー
機
器
を
用
い
る
治
療
法
の
増

加
と
い
う
世
界
的
な
傾
向
に
沿
っ

た
技
術
の
た
め
、
国
際
的
な
需
要

も
見
込
め
る
。

　
膀
胱
が
ん
の
治
療
を
例
に
取
る

と
、
内
視
鏡
に
よ
る
腫
瘍
の
除
去

と
抗
が
ん
剤
を
膀
胱
内
に
注
入
す

る
手
法
が
併
用
さ
れ
て
い
る
が
、

抗
が
ん
剤
の
膜
透
過
性
の
悪
さ
か

ら
、
再
発
防
止
に
は
投
薬
量
を
増

や
さ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
問
題

と
な
っ
て
い
た
。
内
視
鏡
レ
ー
ザ

ー
Ｄ
Ｄ
Ｓ
を
用
い
れ
ば
、
膜
透
過

性
が
悪
い
薬
物
で
も
強
制
的
に
か

つ
狙
っ
た
場
所
に
投
与
で
き
、
が

ん
細
胞
が
深
く
ま
で
浸
潤
し
内
視

鏡
切
除
が
困
難
な
場
合
で
も
効
果

的
な
投
薬
が
可
能
と
な
る
。

　
具
体
的
に
は
内
視
鏡
を
用
い
て

レ
ー
ザ
ー
を
生
体
内
に
導
入
し
、

レ
ー
ザ
ー
に
よ
っ
て
生
じ
る
バ
ブ

ル

キ
ャ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
バ
ブ

ル

を
制
御
す
る
こ
と
で
、
狙
っ

た
部
位
へ
の
効
果
的
な
投
与
が
可

能
に
な
る
。
ベ
ー
ス
と
な
る
技
術

は
、
提
案
者
が
大
学
で
研
究
中
の

た
ん
ぱ
く
質
の
結
晶
化
研
究
に
付

随
し
て
開
発
し
た
手
法
で
あ
り
、

目
的
物
質
移
行
方
法
と
し
て
特
許

も
取
得
し
て
い
る
。

　
実
現
に
は
内
視
鏡
と
そ
れ
に
組

み
込
む
レ
ー
ザ
ー
が
必
要
だ
が
、

単
に
キ
ャ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ

す
だ
け
な
ら
比
較

的
安
価
な
ピ
コ
秒

レ
ー
ザ
ー
で
も
可

能
で
あ
り
、
こ
れ

を
利
用
し
て
開
発

し
た
内
視
鏡
Ｄ
Ｄ
Ｓ
レ
ー
ザ
ー

と
、
薬
液
の
販
売
に
よ
っ
て
収
入

を
確
保
す
る
。
普
及
す
れ
ば
治
療

だ
け
で
な
く
創
薬
に
も
貢
献
が
期

待
で
き
る
。
た
だ
、
薬
事
法
の
規

制
を
受
け
る
内
容
で
も
あ
り
、
医

療
機
器
や
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
と
の

共
同
研
究
に
よ
っ
て
事
業
を
進
め

た
い
と
し
て
い
る
。

代表の品川さん

京都大学大阪大学立命館大学小浜翔太郎さん品川皓亮さん辻中仁士さん牧田裕介さん母利睦人さん高井良子さん柳田彩さん大島慎太郎さん西山大貴さん大倉泰治さん
ビジネス部門
～
外
国
人
旅
行
者
と
ラ
ン
チ
留
学
～
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
Ｄ
ｉ
ｓ
ｈ

　
英
語
を
話
す
機
会
を
求
め
る
日

本
の
大
学
生
に
、
外
国
人
旅
行
者

と
食
事
し
な
が
ら
実
践
的
な
英
会

話
体
験
の
で
き
る
「
ラ
ン
チ
留

学
」
を
提
供
。
英
会
話
教
室
や
オ

ン
ラ
イ
ン
英
会
話
サ
ー
ビ
ス
に
比

べ
低
料
金
で
、
実
践
的
か
つ
友
人

と
し
て
の
交
流
も
楽
し
め
る
。

　
マ
ッ
チ
ン
グ
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
行
う
。
学
生
に
は
サ
イ
ト
に
事

前
登
録
し
て
も
ら
い
、
外
国
人
旅

行
者
は
サ
イ
ト
上
に
日
本
人
と
交

流
し
た
い
日
時
、
エ
リ
ア
を
リ
ク

エ
ス
ト
。
こ
れ
を
元
に
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
合
う
学
生
と
旅
行
者
が
一

緒
に
食
事
し
交
流
を
楽
し
む
。
な

お
、
学
生
は
二
人
以
上
の
参
加
に

限
り
、
食
事
も
英
語
メ
ニ
ュ
ー
や

ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
メ
ニ
ュ
ー
を
備
え

た
提
携
レ
ス
ト
ラ
ン
を
使
う
。
外

国
人
側
は
ツ
ア
ー
旅
行
で
な
く
バ

ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
を
想
定
す
る
。

　
学
生
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
ク
ラ
ブ
で
の
経
験
か
ら
、
外
国

人
旅
行
者
は
観
光
地
に
興
味
が
あ

る
だ
け
で
な
く
、
地
元
日
本
人
と

の
交
流
も
望
む
と
感
じ
た
の
が
立

案
の
き
っ
か
け
。
３
月
に
法
人
化

を
予
定
す
る
が
、
一
年
目
は
無
料

で
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、
認
知
度

を
高
め
る
。
提
案
者
ら
は
昨
年
か

ら
外
国
人
旅
行
者
向
け
の
文
化
体

験
予
約
サ
イ
ト
「
Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
Ｕ
ｓ

　
Ｋ
ｙ
ｏ
ｔ
ｏ
」
を
開
設
し
て
お

り
、
そ
の
運
営
で
得
た
資
金
も
活

動
に
充
て
る
。

　
そ
の
後
学
生
か

ら
は
登
録
料
と
し

て
月
５
０
０
円
、

外
国
人
が
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
れ
た

場
合
に
は
１
回
５
０
０
円
を
課

金
。
飲
食
店
か
ら
は
１
人
当
た
り

円
の
マ
ー
ジ
ン
を
徴
収
す
る
。

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
国
際
交
流
系

サ
ー
ク
ル
や
学
生
団
体
を
利
用
。

外
国
人
旅
行
客
に
人
気
が
あ
る
提

携
宿
泊
施
設
の
協
力
や
Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ

Ｕ
ｓ
　
Ｋ
ｙ
ｏ
ｔ
ｏ
も
使
う
。

代
表
の
砂
子
さ
ん

代
表
の
須
藤
さ
ん

近
畿
経
済
産
業
局
長
賞

摂
津
水
都
信
用
金
庫
賞

日
刊
工
業
新
聞
社
賞

大
阪
産
業
人
ク
ラ
ブ
賞

中山さんら、品川さんらに最優秀賞

京都工芸繊維大学立石知佳子さん砂子翔さん宮川慎之介さん橋本真悠さん鈴見崇さん村橋一平さん林昂歩さん勝浦智喜さん
京
都
女
子
大
学
井
上
友
希
子
さ
ん

大
阪
大
学
須
藤
勇
人
さ
ん
岩
木
亮
介
さ
ん
渡
辺
望
さ
ん

大
阪
大
学
大
学
院
高
千
穂
慧
さ
ん

飲
み
物
に
視
覚
的
な
楽
し
さ
を
付
加
す
る
事
業
「
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
」

中
小
企
業
に
お
け
る
共
同
設
置
・
運
営
型
事
業
所
内
保
育
所
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業

Ｍ
ａ
ｋ
ｅ
ｉ
ｔ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

全
固
体
紫
外
レ
ー
ザ
ー
の
高
出
力
化
・
長
寿
命
化
を
可
能
に
す
る
Ａ
ｌ
添
加
Ｃ
Ｌ
Ｂ
Ｏ
結
晶
の
開
発

　
【
主
催
】
キ
ャ
ン

パ
ス
ベ
ン
チ
ャ
ー
グ

ラ
ン
プ
リ
大
阪
実
行

委
員
会

　
【
共
催
】
摂
津
水

都
信
用
金
庫
、
日
刊

工
業
新
聞
社

　
【
協
賛
】
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
、
大
和
ハ
ウ

ス
工
業
、
メ
ガ
チ
ッ

プ
ス
、
サ
ン
ト
リ
ー

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
、
岩
谷
産
業
、
グ

ロ
ー
リ
ー
、
ト
ー
マ

ツ
ベ
ン
チ
ャ
ー
サ
ポ

ー
ト
、
日
本
マ
イ
ク

ロ
ソ
フ
ト

入
賞
プ
ラ
ン
１
８
件
決
定
き
ょ
う
大
阪
市
内
で
表
彰
式

昨
年

月

日

に
大
阪
市
内
で

行
わ
れ
た
審
査

会
の
様
子

▲

　
関
西
の
学
生
に
よ
る
新
事

業
提
案
コ
ン
テ
ス
ト
「
第

回
キ
ャ
ン
パ
ス
ベ
ン
チ
ャ
ー

グ
ラ
ン
プ
リ

Ｃ
Ｖ
Ｇ

大

阪
」
の
表
彰
式
と
発
表
会
が

日
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
大
阪

大
阪
市

北
区

で
行
わ
れ
る
。
今
回

の
Ｃ
Ｖ
Ｇ
大
阪
に
は

校
か

ら
２
３
３
件
の
応
募
が
あ
り

審
査
の
結
果
、
以
下

件
の

各
賞
受
賞
者
が
決
定
し
た
。

　
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
部
門
の
最

優
秀
賞
に
は
大
阪
大
学
大
学

院
中
山
智
詞
さ
ん
ら
が
提
案

し
た
「

内
視
鏡
医
療
の
新

し
い
カ
タ
チ

レ
ー
ザ
ー
を

用
い
た
新
・
ド
ラ
ッ
グ
デ
リ

バ
リ
ー
シ
ス
テ
ム
」
、
ビ
ジ

ネ
ス
部
門
の
最
優
秀
賞
に
は

京
都
大
学
品
川
皓
亮
さ
ん
ら

に
よ
る
「
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
　
Ｄ

ｉ
ｓ
ｈ

外
国
人
旅
行
者
と

ラ
ン
チ
留
学

」
を
選
出
。

　
ま
た
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
部

門
優
秀
賞
に
は
、
立
命
館
大

学
立
花
京
さ
ん
ら
の
「
教
育

用
ロ
ボ
ッ
ト
制
御
モ
ジ
ュ
ー

ル
開
発

Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｃ

Ｓ
：
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｓ

」
、
ビ

ジ
ネ
ス
部
門
優
秀
賞
に
は
和

歌
山
大
学
堀
切
川
和
也
さ
ん

ら
の
「
Ｐ
ｈ
ｏ
ｔ
ｒ
ｉ
ｐ

新
感
覚
の
ト
ラ
ベ
ル
マ
ッ
プ

共
有

」
が
選
ば
れ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
近
畿
経
済
産

業
局
長
賞
、
摂
津
水
都
信
用

金
庫
賞
、
日
刊
工
業
新
聞
社

賞
、
大
阪
産
業
人
ク
ラ
ブ
賞

４
件
の
特
別
賞
、
佳
作
３

件
、
奨
励
賞
３
件
、
努
力
賞

４
件
を
決
定
し
顕
彰
す
る
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
ベ
ン
チ
ャ
ー

グ
ラ
ン
プ
リ
は
、
日
本
の
将

来
を
け
ん
引
す
る
新
し
い
産

業
の
創
造
と
、
起
業
家
精
神

あ
ふ
れ
る
人
材
育
成
を
後
押

し
す
る
狙
い
で
発
足
し
た
。

開
催

回
を
数
え
る
Ｃ
Ｖ
Ｇ

大
阪
は
、
そ
の
草
分
け
と
も

い
え
る
コ
ン
テ
ス
ト
で
毎

年
、
関
西
地
域
の
大
学
院
や

大
学
、
高
等
専

門
学
校
、
短
期

大
学
、
各
種
専

門
学
校
な
ど
に

在
籍
す
る
学
生

を
対
象
に
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
を

募
集
し
て
い

る
。
各
賞
選
出

に
は
南
努
審
査

委
員
長

元
大

阪
府
立
産
業
技
術
総
合
研
究

所
所
長
、
大
阪
府
立
大
学
名

誉
教
授

を
は
じ
め
学
術
、

起
業
、
経
営
な
ど
各
分
野
の

第
一
人
者
が
審
査
を
担
当
し

た
。
最
優
秀
賞
受
賞
者
に
は

賞
金

万
円
、
他
の
受
賞
者

に
も
賞
状
と
賞
金
な
ど
が
そ

れ
ぞ
れ
贈
呈
さ
れ
る
。

　
可
食
性
の
フ
ィ
ル
ム
に
、

同
じ
く
可
食
性
イ
ン
ク
で
絵

柄
を
プ
リ
ン
ト
し
た
「
Ｐ
Ｅ

Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
」
を
開
発
、
販
売

を
目
指
す
。
飲
み
物
に
浮
か

べ
る
と
フ
ィ
ル
ム
だ
け
が
溶

け
、
絵
柄
だ
け
が
残
る
。
文

字
入
り
に
す
れ
ば
、
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
も
で
き

る
。

　
想
定
す
る
顧
客
層
は

―

代
の
女
性
で
、
Ｈ
Ｐ
か
ら

の
通
販
。
絵
柄
の
オ
ー
ダ
ー

メ
ー
ド
も
受
け
付
け
る
。

　
具
体
的
に
は
水
溶
性
多
糖

類
フ
ィ
ル
ム
の
プ
ル
ラ
ン
フ

ィ
ル
ム
に
可
食
印
刷
を
行

う
。
飲
み
物
に
き
れ
い
に
浮

か
べ
る
こ
と
が
難
し
い
た

め
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
自
体
に
浮

か
べ
る
た
め
の
ガ
イ
ド
機
能

を
持
た
せ
、
消
費
者
で
も
容

易
に
使
え
る
よ
う
に
す
る
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
密
閉
性
が
あ

れ
ば
、
湿
気
の
影
響
も
受
け

に
く
い
。

　
完
全
に
自
社
開
発
す
れ
ば

資
金
が
か
か
り
す
ぎ
る
の

で
、
プ
ル
ラ
ン
フ
ィ
ル
ム
製

造
会
社
に
開
発
を
依
頼
し
、

初
期
費
用
を
抑
え
る
こ
と
も

考
え
て
い
る
。

　
メ
ー
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
に

特
化
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
サ
イ
ト

Ｃ
Ｆ

を
開
設
し
、
企
業
が
商
品
を

開
発
・
製
造
す
る
こ
と
を
支

援
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。

日
本
の
中
小
・
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
の
モ
ノ
づ
く
り
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
。

　
一
般
に
Ｃ
Ｆ
は
ネ
ッ
ト
上

に
試
作
品
を
出
品
、
賛
同
す

る
不
特
定
多
数
か
ら
資
金
を

調
達
し
、
製
品
化
を
図
る
し

く
み
。

　
本
サ
ー
ビ
ス
で
開
設
す
る

Ｃ
Ｆ
も
ま
た
、
企
業
は
目
標

額
を
定
め
て
試
作
品
を
ウ
ェ

ブ
上
に
出
品
し
、
ユ
ー
ザ
ー

側
は
、
商
品
の
購
入
予
約
商

品
を
行
う
。
目
標
額
が
集
ま

れ
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
功
と

な
り
、
支
援
金
が
決
済
さ

れ
、
資
金
が
集
ま
ら
な
い
失

敗
と
な
っ
た
場
合
は
制
作
者

に
資
金
は
渡
ら
な
い
。
こ
れ

に
よ
り
、
企
業
側
は
本
格
的

な
生
産
開
始
前
に
顧
客
と
資

金
の
獲
得
が
可
能
と
な
り
、

資
金
調
達
と
販
路
拡
大
双
方

に
役
立
て
ら
れ
る
。
日
本
の

モ
ノ
づ
く
り
支
援
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
が
あ
る
た
め
、
サ

イ
ト
訪
問
者
の
目
的
が
明
確

化
で
き
る
。
ま
た
、
ユ
ー
ザ

ー
に
は
高
品
質
な
日
本
製
品

を
提
供
で
き
る
。

　
中
小
企
業
向
け
共
同
保
育

所
設
置
・
運
営
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
事
業
の
提
案
。
単

独
で
は
事
業
所
内
保
育
所
の

設
置
が
困
難
な
中
小
企
業
を

対
象
に
、
育
児
中
の
社
員
が

安
心
し
て
仕
事
を
続
け
ら
れ

る
環
境
を
整
備
す
る
。
人
材

を
継
続
確
保
す
る
こ
と
で
活

性
化
・
競
争
力
も
高
め
る
。

　
保
育
施
設
運
営
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
持
つ
コ
ア
事
業
者
が
働

き
か
け
中
小
企
業
を
複
数
集

め

企
業
団
地
や
研
究
所
、

商
業
施
設
な
ど
を
想
定

事

業
主
団
体
を
結
成
。
コ
ア
事

業
者
は
そ
こ
か
ら
委
託
さ
れ

る
形
で
開
所
支
援
や
企
業
間

の
調
整
を
行
う
ほ
か
保
育
士

を
派
遣
し
、
団
体
の
社
員
の

子
供
を
定
員
内
で
受
け
入
れ

る
。
こ
の
し
く
み
で
企
業
の

共
同
設
置
に
あ
り
が
ち
な
特

定
企
業
へ
の
負
担
集
中
を
な

く
し
、
合
意
形
成
や
安
定
的

な
運
営
の
円
滑
化
を
図
る
。

　
資
金
は
利
用
者
の
保
育
サ

ー
ビ
ス
利
用
費
、
団
体
か
ら

の
受
託
費
、
行
政
に
よ
る
助

成
金
も
期
待
。
共
同
事
業
所

内
保
育
所
を
複
数
件
扱
い
効

率
化
す
る
ほ
か
、
保
育
所
内

で
子
供
関
連
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

店
の
設
置
、
子
育
て
応
援
サ

イ
ト
の
運
営
と
広
告
活
動
な

ど
で
収
入
獲
得
を
目
指
す
。

（ ） 【特別企画】 ２０１３年 平成２５年 １月２２日 火曜日 　　

　
全
固
体
紫
外
レ
ー
ザ
ー
の

開
発
に
は
高
出
力
・
長
時
間

使
用
可
能
な
紫
外
光
を
発
生

す
る
波
長
変
換
結
晶
Ｃ
ｓ
Ｌ

ｉ
Ｂ
６
Ｏ

Ｃ
Ｌ
Ｂ
Ｏ

が
必
要
不
可
欠
。
た
だ
、
紫

外
光
発
生
時
に
時
間
経
過
と

と
も
に
出
力
低
下
が
生
じ
る

課
題
が
あ
る
。
こ
れ
を
解
消

す
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

Ａ

ｌ

元
素
を
添
加
し
た
Ｃ
Ｌ

Ｂ
Ｏ
結
晶
の
開
発
を
通
じ

て
、
全
固
体
紫
外
レ
ー
ザ
ー

の
高
出
力
化
、
長
寿
命
化
を

可
能
に
す
る
。

　
提
案
者
が
自
ら
紫
外
光
出

力
低
下
現
象
の
調
査
を
行

い
、
Ｃ
Ｌ
Ｂ
Ｏ
へ
の
Ａ
ｌ
元

素
添
加
に
よ
り
紫
外
レ
ー
ザ

ー
損
傷
耐
性
が
向
上
す
る
新

た
な
知
見
を
見
い
だ
し
た
。

Ｃ
Ｌ
Ｂ
Ｏ
原
料
に
Ａ
ｌ
２
Ｏ

３
、
フ
ッ
化
リ
チ
ウ
ム

Ｌ

ｉ
Ｆ

を
と
も
に
添
加
し
、

所
属
す
る
研
究
室
の
溶
液
を

撹
拌
し
て
結
晶
育
成
を
行
う

溶
液
撹
拌
Ｔ
Ｓ
Ｓ
Ｇ
法
を
用

い
て
結
晶
の
育
成
を
行
っ

た
。

　
そ
の
結
果
、
Ａ
ｌ
添
加
Ｃ

Ｌ
Ｂ
Ｏ
が
高
い
紫
外
レ
ー
ザ

ー
損
傷
耐
性
を
持
つ
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
市
販
結
晶
よ
り

寿
命
が
長
く
、
高
出
力
化
が

可
能
で
、
コ
ス
ト
的
に
も
同

等
だ
。


